
①神谷内地区～もりの里地区までの所要時間が、最大で約半分に短縮されました。

◆神谷内ＩＣを経由することにより、 平日で約７分、休日で約４分、所要時間が短縮されました。

○平日 開通前 約１３分 ⇒ 開通後 約６分 （約７分短縮）

○休日 開通前 約１０分 ⇒ 開通後 約６分 （約４分短縮）

②交通渋滞による損失額が、１年間で約５千万円減少しました。

◆国道３５９号神谷内交差点～鳴和交差点の間において、交通渋滞による損失額が、１年間で
約５千万円減少しました。

○開通前 約１億８千万円／年 ⇒ 開通後 約１億３千万円／年 （約３０％減少）

平成２２年１０月２２日

発表を持って解禁扱い

国道１５９号 金沢東部環状道路（山側環状）

「神谷内ＩＣ」 の開通により、所要時間が約半分に短縮されました！

記 者 発 表

発表先 石川県政記者クラブ

【お問い合わせ先】
国土交通省北陸地方整備局 金沢河川国道事務所

調査第二課 吉田 英治
電話：076-264-9912（直通）
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■位置図

※詳細なデータは次ページ以降を参照願います。
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国道159号金沢東部環状道路（通称：山側環状）神谷内ＩＣは、平成２２年３月２７日に開通し

ました。約６ヶ月経過後の交通状況を調査し、取りまとめましたので、その概要をお知らせします。

【参考データ】 ～神谷内ＩＣ周辺の交通量の変化～

①国道８号方面から国道３５９号神谷内交差点へ向かう道路では、開通直後から交通量が増加し、休日で
は開通前に比べ、約２割増加しています。

②国道３５９号神谷内交差点から山側環状神谷内ＩＣへ向かう道路では、開通直後から新たに約7,100台
/12h～約7,900台/12hの利用が見られ、その後も平日の交通量は増加傾向となっています。
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① 神谷内地区～もりの里地区間の所要時間の変化
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＜神谷内地区～もりの里地区間の所要時間の変化＞

大幅に短縮！

359

□ 神谷内地区～もりの里地区間の所要時間の変化について

１．神谷内ＩＣ開通前の調査では、国道３５９号小坂町交差点を経由する経路で、平日では約１３分、休日では
約１０分を要していました。

２．開通前には、神谷内ＩＣを経由する場合で、約４分短縮すると予測していました。

３．開通直後及び、開通６カ月後の調査では、平日では開通前の予測を上回る約７分、休日では予測と同程
度の約４分の時間短縮がそれぞれ確認されました。

開通直後に所要時間が大幅に短縮し、
その後も継続的に効果を発現。

神谷内ＩＣ

東長江

鈴見

●調査日時

【開通前】
平日：H22.3.9（火）
休日：H22.3.7（日）

【開通６ヶ月後】
平日：H22.9.28（火）
休日：H22.9.26（日）



② 国道３５９号（神谷内交差点～鳴和交差点間）の渋滞損失額の変化
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□ 国道３５９号（神谷内交差点～鳴和交差点間）の渋滞損失額（※１）の変化

ピーク時間帯（※２）における渋滞損失額が約５千万円／年減少しました。（約３０％減少）

○開通前 約１億８千万円／年 ⇒ 開通後 約１億３千万円／年

※１）渋滞損失額とは、渋滞等による走行速度の低下によって生ずる、時間の損失や、経費の損失を金銭に換算した額のことで、
ピーク時間帯のデータを基に、１年間分の額を推計して算出しています。

※２）ピーク時間帯とは、平日は朝７時～９時と夕方１７時～１９時の４時間、休日は日中１４時～１８時の４時間です。
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※３）自由走行速度とは、特異的に速度の高い車両の影響
を防ぐため、区間毎の年間実績速度の上位１０％の値
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【参考データ】 神谷内ＩＣ周辺の交通量の変化
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□ 神谷内ＩＣ周辺における交通量の変化を把握するため、①国道８号方面～国道３５９号神谷内交差点間、
②国道３５９号神谷内交差点～山側環状神谷内ＩＣ間において、平日と休日の日中１２時間（７時～１９時）の
交通量を調査しました。

①国道８号方面～国道３５９号神谷内交差点間 （都市計画道路 千木神谷内線）
神谷内ＩＣ開通直後、３カ月後、６カ月後の各調査段階において、開通前に比べて交通量は、平日では約

15％、休日では約20％増加しました。

②国道３５９号神谷内交差点～山側環状神谷内ＩＣ間 （神谷内ＩＣアクセス道路）
神谷内ＩＣ開通直後より、新たに約7,100台～約7,900台の利用がみられ、その後も平日では交通量は増加

傾向となっています。

②

①

開通直後に交通量が増加し、
その後もほぼ同程度の交通量
である事が確認されました。

開通直後に交通量が増加し、
その後もほぼ同程度の交通量
である事が確認されました。

至 金沢市街


